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＜パートナーシップ＞

☑

☐

☑

☐

☑

☐

☑

☑

☐

三側面
（分野に☑）

職員を含めた奨学金制度並びに資格取得補助制度を策定
し、資格取得に向けた援助を法人にて行った。

・奨学金利用令和6年度17名（内職員
利用者4名）
・資格取得補助制度利用者令和6年度
4名（看護師、介護福祉士取得に向け
た援助）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年実績
・医療（一般講演会、糖尿病教室、ク
リーン作戦）6回
・介護（町での介護教室講師）3回（全6
回予定）

・職員の資格取得に向けての制度を作り、平等に教育できる
機会を与える。

・医療関連に係る資格取得を促進し、
質の高い医療提供を目指す。

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・年間1回はキャップ回収を行い業者
へ
・ペーパー使用5％削減

・ペットボトルのキャップについては患者様を含めて、回収
を行うことができ、最低年に1回業者へ出している。
・ペーパーレスの取り組みとして、iPadの導入を行い、会議
資料等削減を行っている。また、裏紙の使用についても促し
ている。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・各セクションで年間4回ずつを目標と
する。

前期の指標に対する実績

・これまでのように病院に来て頂くことを待つのではなく、
職員が地域へ出向き、本業を軸としたボランティア活動を促
進する。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・医療、介護部門にセクションを分け、地域への教育活動ボ
ランティア活動を実施している。

・行政（苓北町）と協働で、介護予防事業教室の実施

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・ペットボトル回収年1回実施済み
・紙使用2021年度46万枚→2023
年度35万枚（24%削減）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

・ペットボトルのキャップを集め、世界の子どもへワクチンを
届ける活動への参画
・ペーパーレス化を図る

社会

経済

環境

・職員の資格取得に向けての制度を作り、平等に教育できる
機会を与える。

・奨学金利用者
202３年17名→202６年２０名
・資格取得補助制度利用者
202３年4名→202６年５名

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
・ペットボトルのキャップを集め、世界の子どもへワクチンを
届ける活動へ参画する。
・ペーパーレス化を図る。

・ペットボトルのキャップ回収
2023年1回/年→2026年１回/年
・ペーパー使用枚数
2026年5％削減（2023年比）

社会

経済

環境
・これまでのように病院に来て頂くことを待つのではなく、
職員が地域へ出向き、本業を軸としたボランティア活動を促
進する。

・医療セクションボランティア活動
2023年４回/年→2026年４回/年
・介護セクションボランティア活動
2023年４回/年→2026年４回/年

事業者名 社会医療法人　稲穂会

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

予防-医療-介護まで一貫したサービスを提供し、地域住民の方の生活の一助となれるよう、多方面との連携を促
進するとともに、多様な働き方・職場環境を築き、地域貢献できる企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


